
i留学 研修報告書 
記入｜ 2022年 3月 
所属｜ 工学部 2年生 

研修先大学（国名） タイ 

研修プログラム名 グローバルスタディ with Bangkok 

研修期間 3月 6日から３月 17日 

1. 研修前の準備（応募のきっかけや動機、申込手続、語学対策など）

応募のきっかけは、異文化コミュニケーション力の向上に取り組もうと考えたためです。特
に、今回は英語を用いてビジネスモデルを作り、英語でプレゼンをするというまさに、私が将
来、取り組みたい内容でありました。研修前の準備では、主に、TOEIC教材を利用して、リ
スニングに重点を置き、学習しました。まずは、相手の意見を正確に聞きとることが大切だと
考えたためです。 

2. 研修内容（内容と時間数・形態、授業の感想、学生同士の交流など）

内容は、主に、坂本先生による講義と企業訪問でした。坂本先生の講義では、リーダーシップ
の発揮の仕方やプレゼンで役立つ英語力などたくさんのことを学びました。それを実践しよ
うと頑張ったのが、企業訪問でした。企業にどう私達のビジネスモデルを伝えるかを考えな
がらプレゼンをし、効率良くかつ説得力を重視して発表することができました。しかし、それ
以上に印象に残っているのは、プレゼン前の資料作り、ビジネスモデルの考案です。企業から
出題された問題に対し、根拠のある新たな発想を生み出すことにとても苦労しました。この
過程で得られたのは、リーダーシップ力です。決まっている時間内では間に合わないことが
多く、グループメンバーに呼びかけ、時間を意図的に作って話しあいました。一日中、ビジネ
スモデルを考えている日が連続しましたが、新たなアイデアを生み出すためにとった行動は
今後、役に立つと考えています。 

3. 環境（オンライン履修環境、時差と健康管理、準備して良かったものなど）

オンライン履修環境では、Google スライドや Zoom などのオンラインツールを利用し、今
後、そのような状況で、プレゼンや面接を行う機会がある時にとても役立つ内容だったと考
えます。準備して良かったものは、自己紹介のアイデアです。私の自己紹介は、野球を用い
て、みなさんに共感して頂けた内容であり、異文化コミュニケーションの最初には欠かせな
い、打ち解けた雰囲気を作ることに成功しました。 



4. 研修を終えて感じること＆研修申込を考えている学生へのメッセージ 

私は、研修前は自身の英語力にやや不安を感じていました。しかし、研修を終えて感じること
は、英語が苦手でも、ビジネスモデルを形成する中で、自分にもリーダーシップなどを発揮す
るなど、簡単にできることがあるということです。今回の経験を通して、集団討論やグループ
ミーティングで自分がどのように立ち回れば良いかなどが分かり、今後にすごく役立ちまし
た。まずは、やってみることだと思います。 
 

 
5. 研修費用（おおよその金額を教えて下さい） 

内訳 おおよその額 備考 

授業料（教材費含） 53000円 
 

その他（通信費など） 円  

奨学金・協定校割引   円  

計     53000  円  

 
6. 自由記述欄  

参加する前に考えていたよりもタイ人の方々と仲良くなれました。SNS の交換などを通じて、
今後も異文化コミュニケーション力向上に取り組むことの出来る環境作りになりました。 
タイの学生はすごく学習が進んでおり、私達、日本人はもっと勉強しないとグロ－バル化につい
ていけなくなるといった意見も出て、今後の学習意欲につながっています。 
これからは、さらなる異文化交流、異文化コミュニケーションに取り組みたいと考えているので、
まずは、英語のスピーキングやリスニングをしっかりと鍛え直したいです。 
また、このような素晴らしい機会があれば、自らチャレンジし、たくさんの課題を発見したいで
す。 
この長期休業期間に自ら進んでこのようなプログラムに参加して良かったです。たくさんの内
容を学び、経験となり、今後の自信になりました。本当に有り難うございました。 



i留学 研修報告書 
記入｜ 2022年 3月 
所属｜ 農学部 3年生 

研修先大学（国名） タイ 

研修プログラム名 グローバルスタディwith バンコク 

研修期間 3/6,3/8および 3/13から 3/17 

1. 研修前の準備（応募のきっかけや動機、申込手続、語学対策など）

オンラインで海外の人と交流すると同時に、ディスカッションができるところに興味を抱き、
応募した。また、ディスカッションのテーマがビジネスの観点を取り入れたものであり、今ま
でに経験したことのないディスカッションができると考えたことも応募のきっかけとなっ
た。申し込みは必要書類に記入して、海外留学室にメールで提出することで行った。語学対策
については、TOEICなどの学習を通じて、最低限のリスニング力はつけておいた方が良いと
考えられる。 

2. 研修内容（内容と時間数・形態、授業の感想、学生同士の交流など）

日本人学生同士および日本人とタイの学生が交流する機会が 2 日設けられ、その後 3日にわ
たってディスカッションを行った。そこで、自己紹介をすると同時に、テーマに対する個人の
意見の共有を行った。そして、ディスカッションを行う期間には 3つのグローバル企業(三井
住友海上火災保険、ADK、三菱商事)から企業説明を受け、その後 8つのグループに分かれて
タイの学生とディスカッションを行った。ディスカッションの時間は 90分間に設定され、そ
の中でグループの意見をまとめ、それを記したスライドの作成を求められた。ディスカッシ
ョン後は企業の方の前で発表を行い、質疑応答に移った。すべてのグループが発表してから、
企業の方が最も優れているアイデアを出したグループを表彰した。時間が限られており、議
論をまとめるのが非常に大変であったが、終了した時はこれまで味わったことのない達成感
を味わった。また、最終日にはタイの学生との交流会が設けられ、そこで雑談を交わした。 

3. 環境（オンライン履修環境、時差と健康管理、準備して良かったものなど）

Wifi の接続状況が安定している状況で受けたので特に不自由がなかった。オンラインで行う
ため、安定した wifiは必要不可欠であると感じた。また、終わるのが 20:00と遅いため、少
し疲労がたまった。そのため、早く就寝し、疲れをとることが必要だと思った。 



4. 研修を終えて感じること＆研修申込を考えている学生へのメッセージ 

是非とも参加を勧める。これは以下の 2つの理由による。 
第一に、海外の人と交流することで英語力のみならずその国についても学べる点である。

タイ人との交流の時間およびディスカッションの際、タイの社会状況やタイ人の嗜好など多
くの収穫があった。それまでタイという国についてあまり知らなかったので、3日間のディス
カッションが毎回楽しみであった。 
第二に、説得力のあるアイデアを作るノウハウが身につく点である。今回のディスカッシ

ョンはビジネスモデルを考案するというものがほとんどであった。そのため、主張を支える
ための定量的なデータや得られる利益の予想など大学の授業でやっていた以上に、綿密な調
査や考察が求められた。この過程を経たことにより、私は今後何かを企画するときやプレゼ
ンテーションを行うときはより丁寧に調査を重ねていこうと思うようになった。 
 
 

 
5. 研修費用（おおよその金額を教えて下さい） 

内訳 おおよその額 備考 

授業料（教材費含） 53000円 
 

その他（通信費など） 0円  

奨学金・協定校割引   0円  

計       53000円  

 
6. 自由記述欄  

研修の最終日にタイの学生と雑談をする機会があり、そこでタイ語の挨拶などを教えても
らった。英語のみならず、タイ語にも触れることが出来たのは有意義な経験だった。また、
タイの学生は日本語も上手で、こちらが日本語で話しかけたときは、正確な日本語で返して
いて驚いた。 



i留学 研修報告書 
記入｜ 2022年 3月 
所属｜ 工学部 2年生 

研修先大学（国名） タイ 

研修プログラム名 グローバルスタディwithバンコク 

研修期間 ３月６日から３月１7日 

1. 研修前の準備（応募のきっかけや動機、申込手続、語学対策など）

海外に在住する学生と交流してみたく、このプログラムに応募しました。自分は英語経験が
ほぼ皆無の状態だったのできちんと準備しようと思い、TOEICの勉強もかねて単語、リスニ
ングの勉強を少しだけしました。 

2. 研修内容（内容と時間数・形態、授業の感想、学生同士の交流など）

英会話教室の体験、日本人同士の自己紹介、タイ人との自己紹介と段階的に英語に慣れるこ
とが出来るプログラムであったのでとても楽しく学習することが出来ました。また３日間、
企業に対して実際に英語でプレゼンする期間が設けられる、貴重な機会が与えられました。
ビジネスモデルを構築するにあたって必要なことを坂本先生とともに勉強し、日本人学生や
タイ人学生と授業時間外などに LINE 通話や Zoom を通して協力して構想をつくる時間はと
ても大変でしたが、やりがいのある素晴らしい時間でした。発表に対して企業の方に意見を
いただけることで改めてその業界、企業に対する理解が深められたことに加え、自分の視野
が如何に狭かったかを思い知らされました。また今回はオンラインでの研修ということで、
東京から仙台、大分など様々な地域の学生との交流が深められ、自分が同級生に対して就活
の準備が進んでいるのか遅れているのかを確認する機会を得られたのも大きかったです。タ
イ人の方もすごく優しい方が多くて、これからも仲良くしたい人がたくさんいました。 

3. 環境（オンライン履修環境、時差と健康管理、準備して良かったものなど）

オンラインであることで発表直前にチームメイトが接続不能に陥ったりして様々な大変な場
面があったので、常に安定したネットワーク環境があるところで授業を受けた方がいいと思
います。 



4. 研修を終えて感じること＆研修申込を考えている学生へのメッセージ 

迷っているなら、とにかくやってみることが大切だと思います。それが今回の研修で学んだ
ことです。 
 
 

 
5. 研修費用（おおよその金額を教えて下さい） 

内訳 おおよその額 備考 

授業料（教材費含） 53000円 
 

その他（通信費など） 0円  

奨学金・協定校割引   0円  

計       53000円  

 
 

 


